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まえがき

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，日本鋳鍛鋼会

(JSCFA)／財団法人 日本規格協会 (JSA) から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべきとの申出

があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。これによって，

JIS G 5121 : 1991 は改正され，この規格に置き換えられる。

今回の改正は，日本工業規格を国際規格に整合させるため，ISO 11972 : 1998 (Corrosion-resistant cast steels

for general applications) を基礎として用いた。

JIS G 5121 には，次に示す附属書がある。

附属書（参考） JIS と対応する国際規格との対比表
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日本工業規格 JIS
G 5121：2003

ステンレス鋼鋳鋼品

Corrosion-resistant cast steels for general applications

序文　この規格は，1998 年に第 1 版として発行された ISO 11972, Corrosion-resistant cast steels for general

applications を元に，対応する部分（一般納入条件及び追加要求事項）については対応国際規格を翻訳し，

技術的内容を変更することなく作成した日本工業規格であるが，対応国際規格には規定されていない規定

項目を日本工業規格として追加している。

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある箇所は，原国際規格にはない事項である。

変更の一覧表を，その説明を付けて附属書に示す。

1. 適用範囲　この規格は，ステンレス鋼鋳鋼品（遠心力鋳鋼管を含む。以下，鋳鋼品という。）について

規定する。

備考 この規格の対応国際規格を，次に示す。

なお，対応の程度を表す記号は，ISO/IEC Guide21 に基づき，IDT（一致している），MOD（修

正している），NEQ（同等でない）とする。

ISO 11972 : 1998，Corrosion-resistant cast steels for general applications (MOD)

2. 引用規格　次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成す

る。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。

JIS G 0307　鋳鋼品の製造，試験及び検査の通則

備考 ISO 4990 : 1986　Steel castings－General technical delivery requirements からの引用事項は，こ

の規格の該当事項と同等である。

JIS G 1211　鉄及び鋼─炭素定量方法

JIS G 1212　鉄及び鋼─けい素定量方法

JIS G 1213　鉄及び鋼―マンガン定量方法

JIS G 1214　鉄及び鋼─りん定量方法

JIS G 1215　鉄及び鋼─硫黄定量方法

JIS G 1216　鉄及び鋼─ニッケル定量方法

JIS G 1217　鉄及び鋼中のクロム定量方法

JIS G 1218　鉄及び鋼─モリブデン定量方法

JIS G 1219　鉄及び鋼─銅定量方法

JIS G 1228　鉄及び鋼─窒素定量方法

JIS G 1237　鉄及び鋼─ニオブ定量方法

JIS G 1238　鉄及び鋼─クロムの定量方法─電位差又は目視滴定法


